











































1934年 4 月 米国上院に軍需産業調査特別委員会（ナイ委員会）が設置される。
1935年 8 月 米国において中立法が成立。
1936年 2 月 ナイ委員会最終報告。



































































































































































































































著作の出版が相次いだ（Cull 1995: 9-10; Brewer 1997: 25）。それらを通じて，当時の米国では「プ
ロパガンダに騙されて米国は無益な戦争に加わってしまった」との認識が広がっていったという。
実際，1937年 4 月のギャラップ調査では，回答者の71%が第一次世界大戦への米国の参戦は誤りで











になるよう命じた理由であった。（Wheeler-Bennett 1975: 72; 150）
1 米国を擬人化した人物像であり，第一次世界大戦時には兵士募集のポスターにも使用された。
2 シェークスピアの戯曲『ヴェニスの商人』に登場する強欲な高利貸し。


































































































あると厳しく批判されることになった（Lavine and Wechsler 1940: 199）。
7 「英国は本気で戦うつもりがない」あるいは「英国は自分たちの代わりに他国（フランスなど）に戦わ









and Wechsler 1940: 241）。































































































は米国がドイツから侵略を受ける可能性については懐疑的だったと言われており（Lavine and Wechsler 








































































































16 たとえば，1940年 2 月時点で米国国務省に登録されていた戦争被害者への支援組織の数は，フランス
人を主たる対象とするもの44，英国人を対象とするもの 9 であったのに対し，ドイツ人の被害者のみを












































































































































21 戦間期に設立された英国の対外宣伝機関としては他に，帝国マーケティング委員会（Empire Marketing 
Board），大英国および北アイルランド旅行産業開発連盟（Travel and Industrial Development Association 





















































































































































に，その議長職を米国に譲ることを約束した（Cull 1995: 190-193; Brewer 1997: 62）。結果として，





















いく（Johnston and Robertson 2019: 78-88）。同年 3 月には南米向けのスペイン語およびポルトガ
ル語放送を開始し，同年 9 月のミュンヘン危機のさなかにドイツ語，フランス語，イタリア語放送
にそれぞれ乗り出している。しかし，米国を明確な対象としたサービスが開始されるのは，そこか
























































































































32 1940年 5 月28日に米国に向け初めて放送された『英国は語る』に出演したジャーナリストのヴァーノ





































































だと述べている（Lavine and Wechsler 1940: 171）。これらの動きに，英国と米国との関係にネガティブ
な作用を生じさせかねない独立戦争の「記憶」を上書きしようとする英国側の企図を見出すことができよ
う。なお，上記のニューヨーク万博では英国パビリオンを狙った爆弾テロが発生した（Cull 1995 : 93）。
万博期間中の 7 月 4 日，英国パビリオンの従業員が館内で不審なスーツケースを発見したため，それを
空き地へと移動させたうえで警察に通報した。しかし，その捜査が行われているあいだにスーツケースが
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